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少
子
・
高
齢
、
高
度
情
報
、
国
際
社
会
や
地
域
、
学
校
、
ま
た
人
々
の
価
値

観
の
多
様
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
私
た
ち
の
生
き
る
社
会
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
現
代
。

　

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
時
代
の
な
か
ど
ん
な
人
生
を
過
ご
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。「
今
ま
で
何
と
か
乗
り
越
え
て
き
た
の
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
い
や
不
安
だ

な
ぁ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
必
要
と
さ
れ
る
の
が
生
涯
学
習
の
拠
点
「
公
民
館
」
で
す
。
私

た
ち
の
町
に
は
６
つ
の
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

を
企
画
し
、
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
公
民
館
に
出
向
い
て
趣
味
を

生
か
し
、
ま
た
新
し
い
才
能
を
見
出
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

友
達
と
話
を
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
色
々
な

こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
が
長
生
き
に
一
役

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
大
変
お
元
気
で
長

命
な
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
毎
年　

月
に
新
年
度
の

１２

事
業
を
計
画
し
ま
す
。
そ
の
後
公
民
館
運

営
審
議
会
（
塩
田
三
千
男
委
員
長
）
に
お

い
て
審
議
さ
れ
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
各
公

民
館
を
含
む
１
２
１
事
業
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
ど
ん
な
教
室
・
講
座
が

あ
る
の
か
な　
!?

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
時
期
が
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

中
央
公
民
館
の
石
川
寿
大
学
で
は
、
無

欠
席　

年
の
有
賀
サ
ダ
さ
ん
（
白
石
）
を

１４

は
じ
め
、　

名
以
上
の
方
々
が
無
欠
席
の

１０

記
録
を
更
新
中
と
か
。
公
民
館
に
き
て
、

生
涯
学
習
の
拠
点

６
地
区
の
特
色
を
生
か
し
て

２
０
０
０
年（
平
成　

年
度
）は

１２

１
２
１
事
業
を
計
画

▲新田寿健康大学でお年よりが子どもたちに伝承

▲芸能祭で日頃の練習の成果を発表
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新
し
い

　

事
業
を
予
定

１７ 　

現
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
衛
星
放
送
な
ど
個
人
で
学
習
。

　

し
か
し
、
身
近
な
公
民
館
で
も
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
企
画
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
な
く
、
学
習
し
合
え
る
仲
間
と
一
緒
だ
か
ら
、

な
お
楽
し
い
の
で
す
。

　

各
地
区
公
民
館
で
は
新
し
い
事
業
を
企

画
し
て
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
事
業
も
学
習
目
的
に
あ
っ

た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、
受
講
生
が
実
践

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
規　

事
業
は
、
現
代
の
人
生
観
を
考

１７

え
る
も
の
、
公
私
共
に
活
用
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
教
室
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
や

趣
味
を
生
か
し
た
学
習
な
ど
、
魅
力
あ
る

教
室
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
公
民
館
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
の
全
戸
配
布
以

外
は
地
区
の
み
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
生
か
し
た
紙
面

で
、
受
講
生
の
募
集
や
教
室
の
お
知
ら
せ

な
ど
楽
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
公
民
館
だ
よ
り
が

お
も
し
ろ
い

図
書
室
の
充
実
子
ど
も
た
ち
に

本
を
読
む
楽
し
さ
を
提
供

　

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
た
か
？

　

各
地
区
公
民
館
に
は
図
書
室
が
あ
り
ま

す
。
施
設
は
小
さ
く
で
も
、
専
門
書
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
も
の
ま
で
、
幅

広
く
取
り
揃
え
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
勤
労
青
少

１２

年
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
時
の
申
請
手
続
き

を
、
中
央
公
民
館
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

利
用
申
請
な
ど
の
事
務
が

中
央
公
民
館
に
移
り
ま
し
た

　中央公民館では、第２・４土曜日も開
館。平日も午後７時まで利用できます。
　中谷地区公民館では、毎週土曜日も
開館。文庫指導員が子どもたちに、本
を読む楽しさを提供してくれます。

Ｑ１．以前に、公民館を利用したことが
　　　ありますか？
Ａ．ある７４人　ない１６人
Ｑ２．見学してみてどう思いましたか？
Ａ．感想の一部
　�図書室の本が３万冊もあって驚いた。
　�ホール、体育館など部屋が広い。
　�予防接種にきたことを思い出す。
　�いろいろな教室があっておもしろい。
　�公民館はとてもいいところと思った。
Ｑ３．図書室にどんな本があったら、借
　　　りに行ってみたいですか？
Ａ．答えの一部
　�ドラゴンクエスト全集
　�名探偵コナン全集
　�ぬーべー
　�ポケットモンスター
　�ディズニーの絵本
　�日本の昔話
　�クレヨンしんちゃんほか

子どもたちから見た公民館
　中央公民館では、石川小学校３年生が
公民館の見学に訪れた際に、アンケート
を実施しました。

（平成１１年６月１０日実施）　
（９０人調査）　
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芸
術
文
化�

� 

創
意
と
工
夫�
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健
康
増
進�

� 

自
然
体
験�
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町

FEATURE　ARTICLES集�特�

　

町
で
は
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月　

日
を

３１

持
ち
ま
し
て
９
名
の
職
員
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

異
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
（　

）
内
は
旧
所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
人
事
異
動

担
当
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

総
務
課
▼
課
長
補
佐
・
矢
内
秀
明
（
中
央

公
民
館
）、
課
長
補
佐
（
行
政
改
革
担
当
）・

遠
藤
秀
道
（
教
育
課
）、
職
員
係
長
・
大
賀
俊

昭
（
都
市
建
設
課
）、
主
査
・
鈴
木
則
夫
（
水

道
事
業
所
）、
主
事
・
鈴
木
幸
子
（
企
画
商
工

課
）

　

企
画
商
工
課
▼
課
長
補
佐
（
地
域
振
興
・

商
工
観
光
担
当
）・
伊
藤
次
男
、
課
長
補
佐

（
企
画
担
当
）・
瀬
谷
寿
一
（
総
務
課
）、
主

任
主
査
・
遠
藤
八
重
子
（
都
市
建
設
課
）、
主

査
・
矢
吹
重
雄
（
税
務
課
）

　

税
務
課
▼
課
長
・
近
内
徳
吉
（
幼
児
保
育

セ
ン
タ
ー
）、
課
長
補
佐
兼
管
理
納
税
係
長
・

鈴
木
規
之
（
企
画
商
工
課
）、
主
査
・
志
賀
幸

雄
（
教
育
課
）、
主
事
・
佐
川
由
紀
子
（
総
務

課
）

　

町
民
生
活
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
町
民

係
長
・
芳
賀
真
一
（
総
務
課
）、〔
環
境
対
策

室
〕
係
長
・
瀬
谷
康
訓
（
物
産
プ
ラ
ザ
ふ
く

し
ま
派
遣
）

　

保
健
福
祉
課
▼
国
保
係
長
・
添
田
祐
司（
総

務
課
）、
主
任
保
健
婦
・
久
保
木
友
江
（
保
健

福
祉
課
〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕）、〔
保
健
セ
ン
タ

ー
〕
係
長
（
庶
務
担
当
）・
小
豆
畑
重
夫
（
農

政
課
）、
主
任
看
護
婦
・
諸
岡
節
子
（
養
護
老

人
ホ
ー
ム
長
生
園
）、
保
健
婦
・
渡
部
真
理
子

（
新
採
用
）

　

農
政
課
▼
課
長
・
佐
久
間
正
行
（
教
育
課
）、

課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長
・
鈴
木
正
博（
歴

史
民
俗
資
料
館
）、
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
・

郷
貞
夫
（
町
民
生
活
課
〔
環
境
対
策
室
〕）、

主
事
・
秋
山
裕
一
（
沢
田
地
区
公
民
館
）

　

都
市
建
設
課
▼
主
事
・
溝
井
浩
（
母
畑
地

区
公
民
館
）

　

会
計
室
▼
室
長
・
金
沢
忠
一
（
税
務
課
）、

主
任
主
査
兼
審
査
係
長
・
丹
内
真
紀
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
▼
係
長
・
瀬
谷

和
子
（
保
健
福
祉
課
〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕）

　

教
育
課
▼
課
長
・
緑
川
俊
一
（
中
央
公
民

館
）、
生
涯
学
習
係
長
・
根
本
美
智
夫
（
県
中

地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
）、
主
任
主
査
・

近
内
セ
ツ
子
（
税
務
課
）、
主
事
・
渡
邉
茂
幸

（
新
採
用
）

　

公
民
館
・
体
育
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・

資
料
館
▼
中
央
公
民
館
長
兼
歴
史
民
俗
資
料

館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
兼
体
育
館

長
兼
外
槙
分
館
長
・
永
沼
誠
（
総
務
課
）、
主

幹
兼
副
館
長
兼
体
育
館
副
館
長
兼
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
副
館
長
・
矢
内
明
男
（
保
健
福
祉

課〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕）、主
査
・
有
松
正
人（
企

画
商
工
課
）、
主
事
・
菊
池
幸
子
（
新
採
用
）、

〔
沢
田
地
区
公
民
館
〕
係
長
・
富
岡
正
幸

（
税
務
課
）、〔
母
畑
地
区
公
民
館
〕
主
任
主

査
・
永
沼
一
夫
（
農
政
課
）、〔
歴
史
民
俗
資

料
館
〕
副
館
長
・
芳
賀
光
二
（
会
計
室
）

　

私
が
日
頃
お
世
話
に
な
り
利
用
し
て
い

る
公
民
館
の
様
子
に
つ
い
て
、
自
分
の
感

想
や
希
望
を
述
べ
て
み
ま
す
。
少
子
、
過

疎
、
高
齢
、
兼
業
農
家
等
環
境
が
一
変
し
、

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
に
関
す
る
公
民
館

の
役
割
は
増
し
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
の
や
る
気
が
大
事
で
、
そ
れ
を
仕
掛

け
る
公
民
館
の
事
務
局
機
能
は
年
代
を
超

え
て
人
を
結
び
つ
け
、
地
域
活
力
や
暮
ら

し
に
心
強
い
味
方
な
の
で
す
。

　

当
地
区
の
例
を
述
べ
ま
す
と
、
各
種
講

座
が
通
年
開
催
さ
れ
、
地
区
外
の
方
も
含

め
参
加
者
が
多
く
活
発
で
す
。
こ
れ
は
歴

代
館
長
さ
ん
職
員
の
方
の
努
力
と
奉
仕
の

継
続
に
支
え
ら
れ
、
今
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー
マ
が
良
く
タ

イ
ム
リ
ー
で
す
。
参
加
し
て
元
気
や
啓
発

を
受
け
次
回
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
寺
子
屋
的

な
書
道
教
室
が
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た

り
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
週
末
、
指
導

の
方
々
が
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
教
授
さ

れ
、
上
達
し
た
字
を
見
る
と
う
ら
や
ま
し

く
な
り
ま
す
。
後
輩
青
少
年
を
導
く
姿
に

尊
い
も
の
、
ま
た
年
長
者
を
敬
う
心
の
教

育
が
具
現
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
、
こ

の
地
に
暮
ら
す
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

●
永
沼　

弥
江
子
さ
ん

湯
郷
渡
字
浮
庭　

―
１

２６

青
少
年
を
導
く
姿
、年
長
者

を
敬
う
心
の
教
育
に
感
動

地
域
づ
く
り
の
拠
点
…�
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農
業
委
員
会
事
務
局
▼
事
務
局
長
・
佐
久

間
正
行
（
教
育
課
）、
庶
務
係
長
・
鈴
木
秀
夫

（
保
健
福
祉
課
）

　

水
道
事
業
所
▼
主
事
・
矢
吹
智
之
（
新
採

用
）

　

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
派
遣
▼

主
任
主
査
兼
係
長
・
庭
野
英
宏
（
農
政
課
）

　

う
つ
く
し
ま
未
来
博
推
進
局
派
遣
▼
主

事
・
藁
谷
哲
男
（
企
画
商
工
課
）

　

幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
▼
所
長
・
近
内
正
隆

（
会
計
室
）、
主
任
保
育
技
師
兼
保
育
指
導

員
・
南
條
み
ち
子
（
山
形
保
育
所
）、
主
査
兼

保
育
士
兼
保
育
指
導
員
・
近
藤
ふ
ぢ
子
（
野

木
沢
幼
稚
園
）、
保
育
士
兼
保
育
指
導
員
・
江

尻
由
紀
子
（
第
一
保
育
所
）

　

保
育
所
・
児
童
館
・
学
校
・
幼
稚
園
▼

〔
第
一
保
育
所
〕
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技

師
・
南
條
ヒ
ナ
子
（
谷
沢
保
育
所
）、
保
育

士
・
松
谷
麻
里
子
（
板
南
保
育
所
）、〔
第
二

保
育
所
〕
所
長
・
佐
久
間
佐
代
子
（
野
木
沢

保
育
所
）、
主
査
兼
保
育
士
・
近
藤
ト
シ
子

（
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
）、
主
査
兼
保
育
士
・

遠
藤
友
美
子
（
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
）、
保
育

新
し
い
役
場
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題

の
一
つ
に
、
地
域
格
差
が
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
に
よ
る
戸
惑
い
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
自
ら
体
験
す
る
よ
う
意
識
、
心
を
開

く
こ
と
が
第
一
で
す
。

　

公
民
館
活
動
が
そ
の
お
手
伝
い
を
で
き

れ
ば
、
あ
ま
り
無
理
な
く
成
果
が
得
ら
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
新
企
画

を
盛
り
込
ん
だ
活
動
が
用
意
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
核
と
な
り
地
域
内

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
出
し
合
っ
て
、
新

し
い
文
化
の
発
芽
を
育
て
る
よ
う
な
活
動

専
門
員
で
あ
れ
ば
と
理
想
を
高
く
あ
げ
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
野
木
沢
体
育
祭
も　

周
年
記

３０

念
大
会
で
す
。
地
域
の
皆
様
方
に
働
き
か

け
、
大
会
に
花
を
添
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た　

月
の
文
化
祭
も
、
各
種
活
動
団

１１

体
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
中
心
に
し
、
よ

り
高
度
な
技
術
と
芸
術
性
の
高
い
も
の
を

求
め
、
団
体
以
外
で
個
人
的
に
活
動
い
て

い
る
方
々
の
発
表
も
充
実
す
る
よ
う
創
意
、

工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

●
伊
藤　

弘
毅
さ
ん

塩
沢
字
大
日
向　

―
５

７７

新
し
い
文
化
は

地
域
づ
く
り
か
ら

公
　
民
　
館�

　

４
月
１
日
か
ら
町
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
前
列
右
か
ら
國
井
陽
子
さ
ん
、
渡
部

真
理
子
さ
ん
、
菊
池
幸
子
さ
ん
、
後
列
右
か

ら
矢
吹
智
之
さ
ん
、
渡
邉
茂
幸
さ
ん
で
す
。

　

住
み
良
い
、
石
川
町
を
つ
く
る
た
め
に
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

士
・
國
井
陽
子
（
新
採
用
）、〔
母
畑
保
育
所
〕

所
長
・
玉
山
節
子
（
第
一
保
育
所
）、〔
野
木

沢
保
育
所
〕
所
長
・
圓
谷
美
幸
（
幼
児
保
育

セ
ン
タ
ー
）、〔
山
形
保
育
所
〕
主
査
兼
保
育

士
・
湯
沢
千
春
（
第
二
保
育
所
）、〔
石
川
小

学
校
〕
主
任
調
理
師
・
鈴
木
千
代
子
（
野
木

沢
保
育
所
）、〔
野
木
沢
保
育
所
〕
主
任
調
理

師
・
添
田
ヒ
ツ
エ
（
母
畑
保
育
所
）〔
母
畑
小

学
校
〕
主
任
調
理
師
・
泉
カ
ツ
子
（
野
木
沢

小
学
校
）、〔
中
谷
第
一
・
第
二
共
同
調
理
場
〕

主
任
調
理
師
・
長
田　

子
（
石
川
小
学
校
）、

〔
石
川
中
学
校
〕
主
任
調
理
師
・
円
谷
弘
子

（
中
谷
第
一
・
第
二
共
同
調
理
場
）、〔
野
木

沢
幼
稚
園
〕
主
任
教
諭
・
西
間
木
朋
子
（
沢

田
児
童
館
）

　

退
職
者
▼
矢
内
利
正
（
議
会
事
務
局
）、
斉

藤
幸
子
（
町
民
生
活
課
）、
相
楽
テ
ル
子
（
第

二
保
育
所
）、
古
川
美
知
子
（
母
畑
保
育
所
）、

瀬
谷
慶
一
（
中
央
公
民
館
）、
大
野
弘
之
（
総

務
課
）、
和
気
敏
夫
（
都
市
建
設
課
）、
鈴
木

将
之
（
総
務
課
）、
小
豆
畑
毅
（
町
史
編
纂

室
）
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子
ど
も
と
交
わ
す
話
題
は
、
な
ん
で
も
い
い
―
―
―
。
と
言

う
も
の
の
「
ど
う
も
照
れ
て
し
ま
っ
て
…
」
と
い
う
お
父
さ

ん
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
の
４
つ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
見
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、

「
お
は
よ
う
」「
い
っ
て
き
ま
す
」
な
ど

の
毎
日
の
あ
い
さ
つ
で
す
。
親
か
ら
進

ん
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
い
つ
も
家
に
い
な
い
お
父
さ
ん
」で

は
、
会
話
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
や
付
き
合
い
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
な

る
べ
く
早
く
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
は
い
つ
も
お
説
教
に
な
っ
て
し

ま
う
│
│
│
で
は
、
子
ど
も
に
敬
遠
さ

れ
る
だ
け
。
子
ど
も
の
意
見
や
将
来
の

夢
な
ど
に
、
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
日
常
あ
い
さ
つ

を
き
ち
ん
と
交
わ
そ
う

お
説
教
に
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
よ
う

家
に
早
く
帰
っ
て
子
ど
も

と
ふ
れ
あ
お
う

　

私
た
ち
が
毎
日
使
う
洗
剤
に
は
、

石
鹸
や
合
成
洗
剤
が
あ
り
ま
す
。

　

石
鹸
は
動
植
物
性
の
油
脂
を
原
料

と
す
る
の
に
対
し
、
合
成
洗
剤
は
石

油
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

合
成
洗
剤
は
も
と
も
と
石
鹸
の
原

料
で
あ
る
油
脂
が
不
足
し
、
石
炭
か

ら
洗
剤
を
つ
く
る
方
法
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
以
後
石
油
を
使
っ
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
が
合
成
洗
剤
で
す
。

　

石
鹸
も
合
成
洗
剤
も
主
成
分
は
界

面
活
性
剤
で
す
。
油
の
汚
れ
は
こ
の

界
面
活
性
剤
の
働
き
に
よ
っ
て
落
ち

て
い
ま
す
が
、
水
中
の
微
生
物
を
死

滅
さ
せ
、
川
の
汚
濁
の
原
因
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
界
面
活
性
剤

は
陽
イ
オ
ン
系
、
陰
イ
オ
ン
系
、
非

イ
オ
ン
系
に
分
類
さ
れ
、
陽
イ
オ
ン

系
は
容
易
に
微
生
物
の
働
き
で
分
解

さ
れ
、
水
環
境
に
や
さ
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
石
鹸
は
陽
イ

オ
ン
系
、
合
成
洗
剤
は
陰
イ
オ
ン
系

や
非
イ
オ
ン
系
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

洗
剤
は
�
ち
ょ
っ
と
少
な
め
�
で

も
十
分
、
洗
剤
を
多
く
入
れ
て
も
汚

れ
落
ち
に
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

か
え
っ
て
す
す
ぎ
が
大
変
に
な
り
ま

す
。

　

洗
濯
液
も
繰
り
返
し
使
っ
て
、
洗

浄
力
が
落
ち
る
場
合
は
洗
剤
を
補
給

し
て
使
う
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

合
成
洗
剤
の
使
用
量
を
減
ら
し
石
鹸
を
使
お
う
！

　
１２

　

無
理
に
子
ど
も
に
話
を
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
親

子
で
興
味
を
も
て
る
話
題
を
探
し
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る

生
き
が
い
も
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

上
手
に
子
ど

も
と
話
そ
う

親
子
で
楽
し
め
る
話
題
を

つ
く
ろ
う
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幕
末
の
こ
ろ
庄
屋
が
浅
川
代
官
所
に
提
出
し
た
田
植
仕
舞
（
完
了
）
届
の
古
文
書

が
こ
の
ほ
ど
町
内
の
旧
家
か
ら
数
点
見
つ
か
り
ま
し
た
。
当
時
の
お
上
（
幕
府
・
藩
）

や
村
役
人
（
庄
屋
・
組
頭
・ 
長 
百
姓
）
の
農
民
に
対
す
る
田
の
管
理
状
況
が
わ
か
っ

お
さ

て
貴
重
で
す
。
以
下
田
植
仕
舞
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

田
方
植
付 
相  
仕 

あ
い 
し 

舞 まい 
申 

も
う
し 

候 
そ
う
ろ
う

福
島
県
の
首
都
機
能
移
転
候
補
地
の
特
徴

首
都
機
能
移
転
の
意
義
・
効
果
を
十
分
に
発
揮

　

山
形
村
の
田
植
は
、
迎
森
一
家
文
書

に
よ
る
と
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
五

月
十
日
始
同
二
十
五
日
仕
舞
で
し
た
。

他
の
村
の
田
植
も
年
代
や
土
地
は
違
っ

て
も
地
温
、
水
温
、
苗
の
育
ち
状
況
か

ら
適
時
と
さ
れ
る 
半  
夏 

は
ん 
げ 
生 
（
陽
暦
で
七

し
ょ
う

月
二
日
こ
ろ
）
の
十
日
前
に
は
、
ほ
ぼ

完
了
し
て
い
ま
す
。
一
九
六
一
（
昭
和

三
十
六
）
年
石
川
地
方
の
田
植
は
、
六

月
一
日
か
ら
十
一
日
こ
ろ
ま
で
が
盛
ん

で
し
た
。（
当
時
小
・
中
学
校
は
農
繁
休

業
）
陰
暦
が
陽
暦
よ
り
約
１
ヵ
月
遅
れ

と
す
る
と
、
古
文
書
の
そ
れ
と
あ
ま
り

違
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

後
ビ
ニ
ー
ル
を
利
用
し
て
苗
を
育
て
る

よ
う
に
な
っ
て
、
昔
か
ら
続
い
た
田
植

の
時
期
が
、
現
在
の
よ
う
に
１
ヵ
月
ほ

ど
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
も
お
上
は
、
検
地
帳
（
土

地
の
一
筆
調
査
）
に
基
づ
い
て
重
い
税

（
年
貢
）
を
農
民
か
ら
厳
し
く
取
り
立

て
ま
し
た
。
税
に
は
田
畑
や
屋
敷
か
ら

徴
収
す
る
税
（
本
途
物
成
）
と
雑
税

（
小
物
成
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
税

の
中
心
は
米
で
し
た
。

　

農
民
が
生
活
に
困
り
、
村
か
ら
逃
げ

た
り
苗
不
足
を
き
た
し
た
り
し
て
、
田

植
が
で
き
な
か
っ
た
ら
年
貢
が
納
ま
り

ま
せ
ん
。
村
役
人
た
ち
は
、
治
安
維
持

や
年
貢
納
入
等
を
目
的
と
し
て
組
織
さ

れ
た
五
人
組
を
通
し
て
、
田
植
完
了
を

督
励
し
ま
し
た
。

　

写
真
（
永
沼
豊
寿
家
文
書
）は
、
湯
郷

渡
村
の
役
人
が
浅
川
御
役
所
へ
提
出
し

た
田
植
仕
舞
（
控
）
で
す
。「
植
付
五
月

年
貢
と
田
植

田
植
の
時
期

●
豊
か
な
自
然
と
広
大
な
開
発
可
能
地

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
夏
涼
し
く
冬
の
寒
さ
も
厳
し
く
な
い
穏
や
か
な
気

候
で
す
。
広
大
な
開
発
可
能
地
を
有
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
に
強
い
土
地

阿
武
隈
地
域
は
、
地
盤
が
堅
固
で
、
活
断
層
の
少
な
い
全
国
で
も
有
数
の
地

震
に
強
い
安
全
な
土
地
で
す
。

●
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

阿
武
隈
地
域
は
陸
海
空
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
、
新
幹
線
、
飛
行
機
を
利
用
し
日
本
全
国
か
ら
容

易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
日
始
二
十
日
仕
舞
」（
陰
暦
）、
そ
し

て
「
草
水
の
手
入
油
断
な
く
さ
せ
る
」

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
村
役
人
の
稲
作

管
理
に
つ
い
て
の
姿
勢
が
う
か
が
え
ま

す
。

こ
の
文
書
は
、
村
役
人
の
名
か
ら
安
政

元
（
一
八
五
四
）
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

韓
日
友
好
親
善
・
韓
日
ジ
ュ
ニ
ア
親

善
大
使
の
た
め
、
韓
国
を
訪
れ
る
県
立

石
川
高
校
の
生
徒
と
庄
司
幸
司
教
諭
が

３
月　

日
、
出
発
前
の
あ
い
さ
つ
に
町

２４

長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
西
牧
立
博
町
長

か
ら
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
瀬
谷
司
さ
ん
、
生
徒
の
吉
田

優
子
さ
ん
、
小
針
礼
之
さ
ん
の
３
人
は
、

昨
年
５
月
、
福
島
―
ソ
ウ
ル
間
の
定
期

航
空
便
が
開
設
さ
れ
た
際
、
福
島
と
韓

国
の
友
好
親
善
を
図
ろ
う
と
の
趣
旨
で

設
け
ら
れ
た
韓
国
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
に
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
集
め
た
街
頭
募
金
を
役
立

て
て
と
３
月　

日
、
昨
年
の
台
風
で
被

２９

害
を
受
け
た
韓
国
の
木
浦
「
共
生
園
」

を
訪
れ
、
誠
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
誠
金
し
た
の
は
、
昨
年　

月
か

１２

ら
有
志
ら
で
自
主
的
に
、
町
内
を
中
心

に
街
頭
募
金
で
募
っ
た
も
の
で
す
。

　

町
立
保
育
所
な
ど　

ヶ
所
で
は
、
４

１２

月　

日
・　

日
の
両
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

２５

２６

満
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
保
育
所
で
は
、　

名
の
満
了
児

２４

（
男
児　

名
、
女
児　

名
）
が
、
元
気

１１

１３

に
最
後
の
保
育
所
の
う
た
を
歌
い
ま
し

た
。

　

満
了
児
に
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
ノ
ー

ト
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、

在
所
児
が
送
る
言
葉
を
、
満
了
児
が
お

別
れ
の
言
葉
を
、
元
気
よ
く
堂
々
と
述

べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
自
由
な
遊
び
を
大
切
に
す
る
保
育

の
な
か
で
、
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
入
所
し
た
と

き
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
わ
が
子
を
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

花名＝金のなる木花名＝金のなる木
提供 塩沢 中村幸雄さん提供　塩沢　中村幸雄さん

楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
満
了
式

県
立
石
川
高
校
の
生
徒
が
韓
国
と
交
流
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中
田
区
の
平
成　

年
度
、
地
域
づ
く

１１

り
支
援
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
地

域
づ
く
り
講
演
会
が
３
月　

日
、
中
谷

２６

第
２
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
さ
さ
ら
」
は
、
中
田
区
民
の
「
こ
こ

ろ
」、「
さ
さ
ら
」
を　

世
紀
に
伝
え
よ

２１

う
と
、
会
津
大
学
な
ど
の
講
師
を
務
め

る
懸
田
弘
訓
先
生
を
招
き
ま
し
た
。

「
ま
つ
り
で
輝
く
地
域
を
つ
く
る
」
―

中
田
の
さ
さ
ら
の
ル
ー
ツ
と
未
来
―
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
中
田
の
さ
さ
ら
の
ル

ー
ツ
を
解
き
、
伝
承
の
あ
り
方
や
ま
つ

り
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
へ
と
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
地
区
民
な
ど　

名
は
関

５０

心
を
も
っ
て
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
後
継
者
不
足
・
育
成
が
難
し

く
各
地
域
の
伝
承
文
化
が
衰
退
し
て
い

く
な
か
で
、
熱
心
な
地
域
が
づ
く
り
が
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
反
映
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

国
体
記
念
第
５
回
東
日
本
高
校
強
化

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
４

月
２
日
〜
４
日
ま
で
総
合
体
育
館
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
選
抜
大
会
優
勝
高
の

氷
見
高
校
（
富
山
県
）
を
含
む　

校
が

２８

参
加
し
、
試
合
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
学
法
石
川
高
校
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
の
迎
竜
也
主
将
が
選
手
宣
誓
を

し
ま
し
た
。

　

各
県
選
抜
大
会
上
位
３
校
が
集
ま
っ

た
こ
の
大
会
で
は
、
高
レ
ベ
ル
な
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
と
な
る
学
法
石
川
高
校
と

氷
見
高
校
の
決
勝
戦
は
、　

対　

の
ス

１４

３９

コ
ア
ー
で
学
法
石
川
高
校
が
敗
れ
、
惜

し
く
も
３
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝
▼
氷
見
高
校
（
富
山
県
）、
準
優
勝
▼

学
法
石
川
、
第
３
位
▼
伊
奈
高
校
（
茨
城
県
）

　

町
内
８
つ
の
小
学
校
と
２
つ
の
中
学

校
で
は
４
月
６
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
生
２
０
５
人（
男
子
１
０
４
人
・

女
子
１
０
１
人
）
と
中
学
生
２
３
８
人

（
男
子
１
１
０
人
・
女
子
１
２
８
人
）

が
夢
と
希
望
を
胸
に
抱
き
、
校
門
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
日
、
新
入
生
た
ち
は

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
手
を
と
ら
れ
て

元
気
に
初
登
校
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
各
小
学
校
の
新
入
児
童

一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安
全
母
の
会
と

石
川
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら
黄
色
の

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
は
慣
れ
な
い
道
を
通

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
事
故
に
は
十
分

気
を
つ
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
田
で「
さ
さ
ら
」を　

世
紀
に
伝
え
る
講
演
会

２１

夢
と
希
望
を
ふ
く
ら
ま
せ
入
学
式 東

日
本
高
校
強
化
ハ
ン
ド
で
学
石
が
準
優
勝
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
ジ
ャ
ス
コ
白
河
西
郷
店
内
の

㈱
マ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

念
願
の
マ
イ
カ
ー
を
手
に
入
れ
た
の

で
、
休
み
の
日
に
愛
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
す
る
こ
と
で
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

よ
き
、
父
、
夫
に
な
る
こ
と
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

遠
藤　

渉
さ
ん（　

歳
）●
立
ヵ
岡
３
６
５

２２

　

道
路
を
改
修
す
る
場
所
な
ど
、
町
民

の
意
見
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

一
生
懸
命
な
女
性
で
す
。

次
回
は
遠
藤
さ
ん
の
紹
介
で

　
　
　
　
　

小
川
紀
理
子
さ
ん
で
す
。

沢井字真明田�

野崎芳子さん�

長野県�

長
野
県

長
野
県�

長
野
県�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
南
ア
ル
プ
ス
、

中
央
ア
ル
プ
ス
の
間
を
流
れ
る
天
竜
川

沿
い
に
発
達
し
た　

万
人
都
市
の
飯
田

１０

市
で
す
。
長
野
県
で
も
南
部
に
位
置
す

る
の
で
、
雪
も
少
な
く
比
較
的
暖
か
い

気
候
で
す
。
産
業
で
は
沢
田
地
区
と
同

じ
く
、
り
ん
ご
、
な
し
な
ど
の
果
樹
が

盛
ん
で
す
。
ま
た
、
飯
田
の
シ
ン
ボ
ル

は
日
本
一
の
水
引
工
芸
と
市
街
の
中
央

分
離
帯
に
市
内
の
中
学
生
が
育
て
て
い

る
「
り
ん
ご
並
木
」
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
嫁
い
で　

年
目
を
迎
え

５９

１６

ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

沢
田
地
区
は
平
坦
で
生
活
し
や
す
い

で
す
。
飯
田
市
で
は
、
商
店
な
ど
近
く

に
あ
り
ま
し
た
の
で
徒
歩
で
用
事
を
済

ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、
車
社
会
の
こ
の

地
の
生
活
に
も
慣
れ
買
い
物
や
交
流
面

で
生
活
圏
が
広
域
化
し
て
き
ま
し
た
。

遠
距
離
か
ら
来
た
た
め
、
言
葉
で
苦
労

し
ま
し
た
。
今
は
、
公
民
館
事
業
な
ど

に
参
加
し
て
地
域
の
人
々
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

芸
術
文
化
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

好
き
な
人
が
多
い
の
で
、
近
く
で
様
々

な
芸
術
や
文
化
に
触
れ
合
う
機
会
の
提

供
と
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
で

す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し

た
い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ppppppppppppppppppppp
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆ 
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
９
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

年
、
思
い
出
を
聞
か

◆ 
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

　

兵
吉
さ
ん

兵
吉
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年　
２５

１０

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
家
業
の
板
金
業

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
当
時
は
屋
根
の

吹
き
替
え
が
多
く
、
は
じ
め
は
自
転
車

で
荷
物
を
運
び
、
泊
り
込
み
の
時
も
あ

り
ま
し
た
。
食
料
は
少
な
く
、
な
ん
と

か
現
金
で
買
い
求
め
、
ま
た
妻
が
子
育

て
の
傍
ら
農
業
を
営
み
生
計
を
立
て
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
野
菜
づ
く
り
や

趣
味
、
長
寿
会
の
役
員
な
ど
を
務
め
な

が
ら
余
生
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆ 
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

兵
吉
さ
ん

兵
吉
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
、
盆
栽
、

菊
な
ど
楽
し
み
が
多
い
で
す
。

　

ミ
チ
さ
ん

ミ
チ
さ
ん　

庭
の
手
入
れ
や
花
づ
く

り
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

◆ 
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

　

北
須
川
・
今
出
川
沿
い
の
桜
並
木
が

好
き
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
、
役
場
庁
舎
の
建
設

を
早
期
に
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

農
道
な
ど
未
整
備
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
計
画
に
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

矢吹兵吉さん（75歳）�
ミチさん（70歳）�

住所：谷沢字寺坂4―1  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

南條　 亜  美 　ちゃん
あ み

谷地字竹ノ内７０　　　　　
光浩さん・照子さんの二女
平成１０年８月２４日生まれ　

「健康で、元気に育って

ネ！」

角田　 祥吾 　ちゃん
しょうご

双里字宮ノ前１８―３　　　
裕幸さん・仁美さんの長男
平成１０年９月１３日生まれ

「明るく、元気に、スクスク

育ってネ！」
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案
内

労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
４

月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ

る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て
、
５
月　

日
ま
で
に
最
寄

２２

り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
 
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

　

ま
ず
は
、
一
日
、

た
ば
こ
を
や
め
て
み
よ
う　

　
「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」「
本
数
を
減

ら
し
た
い
」
│
│
厚
生
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
禁
煙
者
の
約
６
割
は
、
で
き
れ

ば
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
健
康
に
悪
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

そ
の
�
一
服
�
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、

た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン
に

強
い
依
存
症
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

そ
ん
な
た
ば
こ
の
呪
縛
か
ら
脱
す
る

た
め
に
は
、
禁
煙
を
思
い
立
っ
た
と
き

が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
禁
煙
に
失
敗
し
た

と
し
て
も
も
と
も
と
。
軽
い
気
持
ち
で
、

ま
ず
、
一
日
だ
け
、
た
ば
こ
を
や
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
一
本

み
ん
な
の
命
が
け
ず
ら
れ
る　

５
月　

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

３１

募
集

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１２

東
京
い
わ
き
石
川
会

交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

『
学
校
体
験
・
英
語
研
修
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
』

●
青
少
年
ア
メ
リ
カ
国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

●
青
少
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
ク
ー

ル
体
験

●
青
少
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル

体
験

●
青
少
年
カ
ナ
ダ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
※
右
記
４
事
業
は
特
別
補
助
事
業
の
た

め
、
選
考
試
験
に
て
団
員
を
決
定
し

ま
す
。

■
応
募
締
切
り
�
５
月　

日
�

２２

●
イ
ギ
リ
ス
英
語
研
修

●
カ
ナ
ダ
英
語
研
修

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
体
験
ホ
ー
ム

ス
テ
イ

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー

ム
ス
テ
イ

　

国
際
化
社
会
を
担
う
青
少
年
の
育
成

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
文
部
省

所
管
の
�
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

平
成　

年
度
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の

１２
小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の

国
際
交
流
平
成　

年
度
夏
休
み

１２

海
外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

　

東
京
い
わ
き
石
川
会
（
石
森
宥
児
会

長
）
で
は
、
ふ
る
さ
と
石
川
町
の
皆
さ

ん
と
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
商

工
課
商
工
観
光
係
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日　

時　

５
月　

日
�
正
午

２１

●
場　

所　

セ
レ
ス
千
代
田　
２１

●
会　

費　

男
性
９
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
８
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
〈
当
日
徴
収
〉

●
定　

員　
　

名
３０

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
商
工
課
商
工
観
光
係

　

�
２
６
―
９
１
１
３

　結婚して５０年、今年めでたく金婚式を
迎えるご夫婦の皆さんを祝福し、次によ
り賞状と記念の「おしどり金メダル」を
お贈りします。
●表彰を受けられる方
　昭和２５年１月１日から同年１２月３１日ま
でに結婚され金婚を迎えた夫婦。また前
回、自己申告の手続きをしなかった金婚
夫婦も受けられます。
●申込方法
　表彰該当者は、所定の用紙に必要事項
を記入のうえ、各単位老人クラブ、また
は保健福祉課高齢福祉係にお申し込みく
ださい。申込用紙は、単位老人クラブ、
保健福祉課高齢福祉係にあります。
●受付期間
　７月７日�まで
●表彰式
　９月に各地で行われる敬老会の席上で
表彰します。
●お問い合わせ先
　保健福祉課高齢福祉係
　�２６－９１２４
　町老人クラブ連合会事務局
　�２６－２０７３
●主　催
　福島県老人クラブ連合会・福島民報社
●後　援
　福島県・福島県市長会・福島県町村会

　

５
月
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
中
心
に
、
春
山
登
山
が
盛
ん
に

な
る
時
期
。

　

平
地
の
天

気
の
状
態
は

温
暖
で
も
山

の
天
候
は
変

わ
り
や
す
い
も
の
。
山
岳
遭
難
を

防
ぐ
た
め
に
、
登
山
装
備
等
を
十

分
準
備
し
、
家
族
や
警
察
な
ど
に

登
山
計
画
書
を
提
出
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

春
山
登
山
に
お
け
る

山
岳
遭
難
の
防
止

　

情
報
通
信
月
間
は
、
情
報
通
信

の
普
及
・
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
期

間
中
、
全
国
各
地
で
各
種
セ
ミ
ナ

ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
多
彩

な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

情
報
通
信
月
間

５
月　

日
〜
６
月　

日

１５

１５
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

町民グラウンド、外�
クリスタルパーク・石川�
総合体育館�
中谷地区公民館�
山橋地区公民館�
同校庭�
総合体育館�
母畑レークサイドセンター�
各学校校庭�
同校庭�
町民グラウンド�
同校庭�
町民グラウンド�
クリスタルパーク・石川�
山橋地区公民館グラウンド�
クリスタルパーク・石川�

中体連ヤマザキ杯（野球、ソフト、バレー）�
県総体スポーツ少年団郡予選会�
県南バレーボール春季大会�
レディースセミナー、熟年学級（合同開講式）�
絵手紙教室（開講式）�
野木沢小学校運動会�
東北学生リーグハンドボール大会�
植木まつり�
石川小、沢田小、母畑小、中谷第一小運動会�
南山形小学校運動会�
理事長杯Ａリーグソフトボール大会�
山形小学校運動会�
東日本野球大会�
中谷地区スポーツ大会�
山橋地区体育祭�
全日本少年サッカー県南大会�

�
5/7�
�
5/8�
5/11�
5/13�
5/11～14�
5/13～14�
5/21�
5/27�
�

5/28�
�

6/４�
6/11�
6/13～14

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

平
成　

年
度

１３

歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

★
相
談
日　

５
月　

日
�

２３

★
場　

所　

役
場
宿
直
室

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

★
相
談
日　

５
月
７
日
�
、　

日
�
、

１７

　

日
�

２６★
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
内
庁
式
部
職
宛
（
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
て
、
返
信
用
切
手

を
は
っ
た
封
筒
を
同
封
）
に
９
月　

日
２０

�
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�
２
６
―
２
１
１
２

〜
富
士
吉
田
市
制　

周
年
記
念
〜

５０

　

山
梨
県
富
士
吉
田
市
で
は
市
制　

周
５０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
富
士
山
初
対
面

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
参
加
者
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
資
格

１
、
昭
和　

年
３
月　

日
以
前
に
お
生

２６

２０

ま
れ
の
方

２
、
お
住
ま
い
が
北
海
道
、
東
北
、
北

陸
、
関
西
、
中
国
、
四
国
、
九
州
、

沖
縄
地
方
の
方

３
、
い
ま
だ
か
つ
て
実
物
の
富
士
山
を

見
た
こ
と
の
な
い
方

４
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
実
物
の
富
士
山

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

５
、
富
士
山
へ
の
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
託
す
こ
と
の
で
き
る
方

６
、
２
泊
３
日
の
旅
行
が
で
き
る
ぐ
ら

い
の
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

●
参
加
料

　

無
料
（
各
地
か
ら
の
往
復
交
通
費
、

当
市
滞
在
中
の
宿
泊
料
、
食
事
代
、
移

動
に
か
か
る
費
用
を
負
担
し
ま
す
。）

●
定　

員　
　

名
５０

●
日　

程

　

平
成　

年
８
月　

日
�
〜　

日
�

１２

２５

２７

●
申
込
方
法

　

申
込
書
（
総
務
課
広
報
広
聴
係
に
用

意
）
に
記
入
し
、
誓
約
書
に
署
名
捺
印

の
う
え
、
郵
送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

　

平
成　

年
６
月　

日
�
〈
当
日
消
印

１２

１５

有
効
〉

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�
２
６
―
２
１
１
２

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。
★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量

化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

富
士
山
初
対
面
ツ
ア
ー
募
集

１
、
平
成　

年
歌
会
始
の
お
題

１３

　
「
草
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
、
歌
の
詠
進
要
領

　

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

３
、
詠
進
の
期
間

　

平
成　

年
９
月　

日
�
ま
で
〈
当
日

１２

３０

消
印
有
効
〉

４
、
申
込
先

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

●
サ
イ
パ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
※
右
記
５
事
業
は
書
類
選
考
に
て
団
員

を
決
定
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
り
�
６
月
９
日
�

『
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

●
青
少
年
カ
ナ
ダ
キ
ャ
ン
プ

●
ア
メ
リ
カ
・
タ
ウ
ス
ダ
コ
タ
・
キ
ャ

ン
プ
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ

ク
大
自
然
体
験

●
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
大
自
然
体
験

※
右
記
４
事
業
は
書
類
選
考
に
て
決
定

し
ま
す
。

■
応
募
締
切
り
６
月　

日
�

１９

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
 
�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

�
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

相
談
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ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�
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物
価
の
安
定
を
目
指
し

監
視
と
調
査　
　

　

消
費
者
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た

め
に
、
生
活
関
連
物
資
等
の
価
格
及
び

受
給
動
向
等
を
調
査
す
る
物
価
モ
ニ
タ

ー
制
度
が
昭
和　

年
よ
り
実
施
さ
れ
て

４８

い
ま
す
。

　

石
川
町
か
ら
は
、
平
成　

年
度
の
県

１２

物
価
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
棚
瀬
明
子
さ
ん

（
長
久
保
）
が
福
島
県
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

物
価
モ
ニ
タ
ー
と
な
ら
れ
た
棚
瀬
さ

ん
に
は
、
生
活
関
連
物
資
（
食
パ
ン
や

野
菜
等
）
の
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
及

び
そ
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
報
告
、
消

費
者
の
購
買
態
度
や
意
識
な
ど
に
つ
い

て
の
報
告
、物
価
行
政
に
対
す
る
意
見
・

問
題
の
提
出
に
よ
り
、
物
価
行
政
の
推

進
の
た
め
一
年
間
活
動
さ
れ
ま
す
。

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

こどもの習慣づくりを考えよう�
　

父
母
の
仕
事
も
過
密
に
な
り
、
多
忙

化
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
も
塾

や
お
稽
古
ご
と
に
忙
し
く
、
ま
た
、
ビ

デ
オ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
も

大
き
く
受
け
、
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い

る
子
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
と
お
し
て
、
体
と
心

を
育
て
て
い
る
子
供
た
ち
の
生
活
が
、

大
人
と
同
じ
で
は
よ
く
な
い
な
ぁ
と
思

っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。
子
ど
も
は
、

毎
日
の
生
活
を
と
お
し
て
、
自
律
神
経

を
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
早
寝
早
起
き

の
リ
ズ
ム
づ
く
り
、
朝
・
昼
・
夜
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
規
則
正
し
い

排
便
、
元
気
よ
く
体
を
動
か
し
て
、
リ

ズ
ム
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
朝
は
決
ま
っ
た
時
間
に

起
き
る
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
冷
た
い

水
で
顔
を
洗
う
。
朝
の
お
手
伝
い
を
す

る
。
朝
ご
飯
を
食
べ
る
。
排
便
を
す
る

な
ど
、
一
緒
に
や
っ
て
み
て
習
慣
化
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

意
外
に
、
小
学
生
で
も
こ
の
リ
ズ
ム

が
難
し
い
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
朝

型
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
元
気
が
出
て

き
て
、
ゆ
と
り
が
出
て
き
て
い
る
お
子

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
習
慣
づ
く
り

や
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
に
は
、

１
歳
く
ら
い
の
時
代
か
ら
、
根
気
よ
く
、

お
付
き
合
い
を
し
て
、
こ
ど
も
の
お
手

本
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　朝食を食べるということは、手、目、舌、鼻、
耳、頭を使い、五感をほどよく刺激してからだを
目覚めさせてくれます。脳は唯一ブドウ糖のみを
エネルギー源としているので、ブドウ糖を多く含
む主食は欠かせません。そして、それを吸収しや
すくするために、タンパク源と野菜のおかずを組
み合わせます。�

〈カンタンメニュー紹介〉�
あっという間に、ゴマネーズサラダ（１～２人分）�
　キュウリ１本、ミニトマト、細ちくわ１本を輪
切り、市販のすりゴマとマヨネーズ適量をあえる。
ホールコーン缶、しらす�
茹でておいた青菜など、�
身近な材料で彩りもアッ�
プします。�

　

悪
質
商
法
、
訪
問
販
売
等
が
多
種
多

様
化
す
る
な
か
で
、
自
分
に
は
関
係
な

い
話
と
無
関
心
に
な
ら
ず
、
消
費
者
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
必
要
な
情
報
は
積
極
的
に

集
め
、
か
し
こ
い
商
品
選
択
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
悪
質
商
法
は
、
い
つ
あ
な

た
を
狙
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

５
月
は

「
消
費
者
月
間
」で
す

学
び
・
考
え
・
行
動
す
る

〜
と
も
に
築
こ
う
く
ら
し
の
ル
ー
ル
〜

県
物
価
モ
ニ
タ
ー
に

棚
瀬
さ
ん
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新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

猪　

狩　
　

勝　
　
　
　
　

茨
城
県

　

山　

田　

美
佐
子　
　
　
　

梁　

瀬

　

鈴　

木　

貴　

史　
　
　
　

沢　

井

　

我　

妻　

志
保
子　
　
　
　

東　

村

　

村　

田　

健　

治　
　
　
　

梁　

瀬

　

鈴　

木　

明　

美　
　
　
　

山　

形

　

瀧　

口　

清　

勝　
　
　
　

母　

畑

　

佐　

藤　

由
喜
子　
　
　
　

矢
吹
町

　

佐　

藤　

賢　

一　
　
　
　

曲　

木

　

山　

田　

恵
美
子　
　
　
　

北　

町

　

水　

野　

孝　

紀　
　
　
　

谷　

沢

　

木　

戸　

智　

子　
　
　
　

山　

形

〔
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戸
籍
の
窓
口�

３
月
１
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

関
澤　

美
優
（
純　

一
・
ま
り
子
）
双　

里

近
藤　

大
輝
（
勇　

雄
・
由　

美
）
沢　

井

水
野　

大
輝
（
美
輝
雄
・
尚　

子
）
形　

見

児
玉　

莉
央
（
忠　

広
・
陽　

子
）
双　

里

上
遠
野　

龍
（
広　

一
・
安　

代
）
山　

形

折
野　

航
太
（
陽　

一
・　

恵　

）
新　

町

渡
辺　

大
貴
（
友　

広
・
幸　

子
）
屋
敷
入

関
山　

芽
以
（
幸　

蔵
・
文　

子
）
曲　

木

星　
　

愛
香
（
幸　

志
・
和　

世
）
下　

泉

金
内　
　

渉
（
弘　

幸
・
貴　

子
）
大　

内

鈴
木　

愛
未
（
一　

之
・
道　

絵
）
下
ノ
内

鈴
木　

健
太
（
一　

之
・
道　

絵
）
下
ノ
内

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

保だより�国保で受けられる給付�

療養費の支給療養費の支給�療養費の支給�

申請することにより、国保が審査し決定
した額の７割、または８割相当額が支給
されます。�

いったん
自己負担

�

事情をよく審�
査したうえで�
支給します�
�

●生血を輸血したときの費用�
　（第三者にかぎる）�
　（医師が必要�
と認めた場合に�
適用されます）�
�

●やむをえず保険証を持たず�
　に治療を受けたとき��
　不慮の事故などで国保を扱っていな�
い病院にかかったり、旅先で急病にな�
り保険証をもたずに治療をうけたとき�

●コルセット、ギプスなどの�
　補装具代�
　（医師が必要�
と認めた場合に�
適用されます）�

●はり、灸、マッサージなど�
　の施術を受けたとき　�
�　（医師が必要�
と認めた場合に�
適用されます）�
�

●骨折やねんざなどで接骨院�
　で治療を受けたとき�
　（国保の保険証が使え�
る施設もあります。事前�
に確認してください。）�

医師の同意書が必要�

医療�
機関�

国保�
被保�
険者�

申　請�
支　給�

診　療
�

いったん自己負担になります�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
５
月
分
）
�

固
定
資
産
税（
１
期
分
）�

※
５
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

　山形小学校では４月６
日、高原恵子さんの入学式
が行われました。

〔〔〔〔〔

〔〔〔〔〔 　
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一
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一
ノ
沢
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形
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い
づ
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白
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南
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光　
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町
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ト
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サ
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野
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戸　
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キ
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町
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町の人口�
住民基本台帳�
（4月1日現在）�

19,927人（　75）�

9,727人（　17）�

10,200人（　58）�

5,533戸（　10）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　

皆
さ
ん
は
、石
川
の
綺
麗
な
桜
で
楽

し
く
花
見
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。新

緑
の
季
節
は
気
持
ち
い
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、今
年
は
花
粉
症
で
悩
ま
さ
れ

た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。例
年
よ

り
、花
粉
の
量
が
多
い
と
は
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、黄
砂
の
よ
う
に
気
持
ち
よ

く
空
を
舞
っ
て
い
る
姿
に
は
驚
き
ま
し

た
。今
で
は
花
粉
症
に
な
ら
な
い
人
の

方
が
珍
し
い
く
ら
い
。ス
ギ
花
粉
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
！
就
職
、異

動
な
ど
環
境
が
変
わ
っ
て
１
ヶ
月
、疲

れ
が
出
や
す
い
時
期
で
す
。健
康
に
は

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。  （
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

　北海道、本州、四国、九州
までの山地や山すその林下に
生える、草質のやわらかな多
年生草。高さは15cm位で全
体にまばらな毛がある。花は春、
総包葉から花柄を1～3本出し、
径1.5～2.5cmの花をつける。
花弁はない。 �

写真提供/関根政信さん� ニリンソウ（キンボウゲ科）�

　4月。12年度がスタートしました。
　7名という少人数ですが、家庭的な
雰囲気と自然あふれる環境のなかで、
のびのびと元気に過ごしています。�

158

　
た
っ
た
一
人
だ
っ
た
け
ど
、
と
っ
て

も
か
わ
い
い
新
入
児
を
迎
え
て
、
先
輩

さ
ん
の
彩
花
ち
ゃ
ん
と
勝
幸
く
ん
が
、

一
緒
に
風
船
あ
そ
び
を
し
た
絵
を
描
い

て
く
れ
ま
し
た
。�

「
新
し
い
お
友
だ
ち
」�

（
５
歳
）
�

（
４
歳
）
�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
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●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷
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